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一杯の味噌汁プロジェクト
代 表 者 小山明子

住 所 017-0046 秋田県大館市清水2丁目3-77-16

活動内容 農業体験 調理体験 食事体験

電話番号 080-1823-5303

e-mail m i s o s h i r u . a k i t aア ッ ト マーク gma i l . c om

（アットマーク部分を＠に変えてください）

ＵＲＬ htt ps : //www . f ac eb ook . c om/m i s os h i r u . a k i t a

小山明子

さんは秋田県

の大館市で暮

らしている３

人の子どもの

お母さんで

す。

いまでは食育の活動をしている

小山さんですが、音楽の仕事をし

ていた時代には、連日の徹夜もあ

たりまえの世界で、もともと料理

の腕に覚えがあったにも関わらず、

その腕を振るう場面もなく、仕事

ファーストの生活を送っていまし

たが、そこで生涯のパートナーと

知り合って秋田に帰って来ました。

味噌造りの出前教室。地域の食文

化や食への関心を育てます。

年間５件程度の出前教室を予定し

ています。

味噌汁を中心にした一汁一菜の料

理教室。地域の食材や季節の食材で

味噌汁を作る楽しさを発信します。

田に帰り子宝にも恵まれて、何気ない日常

の中で子育ての最中、東日本大震災が発生

しました。激しい揺れに襲われ、停電も発生し、コ

ンビニやスーパーなどの生活物資も在庫薄になるな

ど混乱の中で過ごしている中で、連日テレビに映し

出される被災の様子を見たときに、この子ども達も

自分の努力だけではどうすることもできない世の中

に巣立って行くかもしれないという漠然とした不安に襲われ、いずれは家庭を築

いて家族を守って生活していくこの子ども達に、なにがあっても生きて行けるよ

うに、「一人の母親としてこの子ども達をどう育てて行ったらいいのか。」という

ことを考えました。

き出した結論は、『生きて行く根幹である「食べる

こと」を子ども達にしっかり伝えて、「自律」を身

に付けてあげる家庭教育を重視して三人を育てよう。』とい

うことでした。このことが食育の活動を始めるきっかけで

した。それから、さまざまな食育の資格を取得して活動を

しているところです。

も母や祖母が作った味噌汁をいただ

いて育ったので、味噌汁というと、

言葉にできないくらいに「ほっ」とするもの

だったり、家庭の味だったりするんです。味

噌汁って自分のウチの味が基準になっていませんか、友達の家の味噌汁はちょっ

と違ったというように不思議な日本の伝統食なんです。

族から守られているとか、ちょっと安心するとか、愛されているという

ことが全部溶け込んでいるのが味噌汁

なんだと思います。そういう優しさを伝える子

育てをしたいということで味噌汁に辿り着きま

した。

味噌汁は、家族の愛情が込められたオンリー

ワンのごちそうなんですね。



原料の大豆を育て、味噌を造るまでの

一連の流れを体験できます。

実施年：２０１７年～２０１８年

実施場所：秋田県潟上市天王

安田農園／天王公民館

実施時間：９時５０分～１３時３０分

第１回 ６月 ４日（日）

大豆を植えよう！

第２回 ９月 ９日（土）

枝豆の収穫・試食会

第３回１２月 ９日（土）

大豆の収穫・脱穀体験

第４回 ２月 ３日（土）

味噌造り・豆腐造り体験

第５回 ３月２４日（土）

エンディング交流会

各回とも１５世帯３０名程度募集しま

す。昼食は参加者自身でおむすびと味噌

汁を作ります。

年会費 一世帯３，０００円

年間参加権利、味噌１ｋｇ程度、特別

食育講座の参加費割引などがあります。

各回参加費 一人５００円

食育塾は毎回フェースブックで報告し

ますので、「一杯の味噌汁プロジェクト」

で検索して下さい。

各種イベント・セ

ミナーへの一杯の味

噌汁プロジェクトブ

ースを出展して、味

噌ボールのワークショップや販売、

味噌汁の試飲などで、味噌汁のＰＲ

をします。

開催時期、開催場所などはURLで

確認してください。

一杯の味噌汁プロジェクトの事業

については、一杯の味噌汁プロジェ

クトのホームページ、フェイスブッ

クでご確認ください。

なお、詳しくは、e-meil若しくは電

話でお問い合わせください。

在、一杯の味噌汁プロジェクトは10

名の協力スタッフで、秋田県大仙市

太田町で活動する「太田・一杯の味噌汁プロ

ジェクト」、秋田県秋田市で活動する「秋田

市本部」、長野県長野市で活動する「信州発！一杯の味噌汁プロ

ジェクト」が、味噌汁を見つめ直すことで、「食の大切さ」「命の

大切さ」を次の世代に伝えることを目的に活動をしています。

ごはんと家族の愛情が込められた味噌汁の大切さとお

いしさ、そして私が暮らしている地域の食材の豊かさや

美味しさを子ども達につなげていくために、食生活の必

須アイテムとして食

卓を支えている味噌汁をシンボルとして、小

学校での農業体験、保育園・保育所での味噌

造り出前教室などで命や暮らしを思う気持ち

を伝える活動を続けて５年目に入りました。

昨年度（2016年度）は、それまでの活動に加えて、

一般の方々を対象に、大豆を植えるところから、味噌汁

が出来るまでの過程

を体験する農業体験

食育塾「大豆のすすめ～育ててみよう味噌汁

～」と味噌汁料理教室を9回に分けて開催し、

各回とも家族連れや味噌に関心がある人たち

が集まり盛況を得ました。

もう一つは、秋田市の東泉寺さんから協力をいただ

き、日本の魅力を再発見し、日々の暮らしに感謝を捧げ

るイベント「日本の心～味噌と寺～」を開催したことで

す。このイベントは、座禅会に始まり、寺飯(昼食会)で
はご住職様から食事への向きあいかたやお箸

の作法について感慨深いお話を頂戴したり、

味噌の歴史や修行中の食事について禅僧食器

などをご紹介頂きながら内容の濃い座談会と

なり、毎日何気に食べている食事が本当にあ

りがたいものだと清々しい気持ちになりまし

た。

「繋ぐみそ汁！全国縦断お椀の旅」は、2015年3月30

日に小山さんの手から全国を縦断する「お椀と箸」が放

たれて、秋田～山形～長野～東京～神奈川～栃木と手渡

され、その都度フェイスブックで味噌汁が紹介されてい

ます。 お椀は秋田を代表する川連（かわつら）漆器です。

現在は、栃木県宇都宮の吉田さんが50人目でアップしてい

ます。「繋ぐみそ汁！全国縦断お椀の旅」で検索して見てく

ださい。



ろんなところから声を掛けて戴くよう

になり活動の幅が広がって来たことや

イベントへの出展が多くなりました。活動の機

会が増えたことはこの活動が知られてきたと喜

んでいますが、活動で使用する備品の整備や支援スタッフや消耗品の経費など、

活動資金の確保が課題となっています。手弁当のボランティア活動では限界があ

りますので、スポンサーの募集や行政・企業の補助金などの勉強もしなければと

思っています。

噌汁にこだわり、味噌汁がある食卓と家族の温かさが

世代を越えてつながって行くように活動を続けて行き

たいと考えています。

育は、食材や調理、食べることなどの知

識や技術を身に付けることですが、小山

さんは、こうしたことに加えて、食育を味噌汁を

通して食卓を囲む家族という視点からも話しをされます。その話を聞いているう

ちに、単身の身にとっても、たまに帰ったときの妻が作る味噌汁と御飯を家族で

囲む食卓は、自分にとっても世の中で「ほっ」とする場所のひとつに入ると思い

ました。

そこから、「家族で囲む食卓を大切にして、しっかり食べる」ということを次

の世代へ伝えていくという思いの強さを感じました。（Ｉ＆Ｇ）


